令和２年度　松戸市地域子ども・子育て支援事業運営業務委託（ほっとるーむ八柱）
の公募にかかる仕様書
１　件　名

　　　令和2年度松戸市地域子ども・子育て支援事業運営業務委託（ほっとるーむ八
柱）

２　目　的　　
少子化や核家族化の進行、地域社会の変化など、子どもや子育てを取り巻く環境が大きく変化するなかで、家庭や地域における子育て機能の低下、保護者の子育てに対する孤独感・不安感の増大といった様々な問題が生じており、また、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、テレワークの導入等、子育て世帯の就労形態も大きく変化している。
本事業は親子の交流を図り、気軽に育児相談や子どもを一時的に預けられる場を設置するとともに、子どもを預けながら仕事が出来るコワーキングスペースや親同士がくつろぎながら交流できるカフェスペースを提供することで、子育てへの負担感等の緩和や安心して子育て・子育ちができる環境を整備し、地域の子育て支援機能の充実を図ることを目的とする。

３　委託期間
令和2年11月1日から令和3年3月31日まで（予定）
ただし、11月1日から11月7日までは準備期間とし、事業の実施は11月8日
からとする。※施設整備等の状況により変更となる場合あり。
４　実施場所

　　　松戸市日暮一丁目１－１　八柱駅第２ビル４階Ａ号室（予定）
５　事業内容　
別紙「松戸市地域子育て支援拠点事業実施要綱」及び「松戸市子育てコーディ
ネーター事業実施要綱」並びに「松戸市乳幼児一時預かり実施要綱」のとおり
６　実施方法　
⑴　開催日時について
月、水、木、金、土、日（火曜日定休）　10：00～18：00　ただし、年末年
始等（12月28日から1月3日）は除く。
⑵　備品・おもちゃについて

　　　開設時に設置する大型遊具等は必要に応じて子育て支援課が用意するもの
とし、その他必要なおもちゃ、備品等については事業者が適宜用意すること。
⑶　飲食について

　　　原則、常時可能とするが、ランチタイム等の実施により、利用者が過ごしや
すいよう配慮すること。ただし、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、
当面の間は、ランチタイムの実施を中止し、再開の時期については子育て支援
課の指示に従うこと。
⑷　職員の配置について
地域子育て支援拠点事業の実施にあたっては、子育て親子の支援に関して意
欲のある者であって、子育ての知識と経験豊かな者を常時2名以上配置し、う
ち1人は保育士、幼稚園教諭等の資格を有する者又は子育て支援員研修等の松
戸市が認める研修の修了者とする。
　子育てコーディネーター事業の実施にあたっては、松戸市が認定する子育て
コーディネーター又は「子育て支援員研修事業の実施について」（平成２７年５月２１日付雇児発０５２１第１８号）の別紙「子育て支援員研修事業実施要綱」（以下「子育て支援員研修事業実施要綱」という。）別表１に定める「子育て支援員基本研修」に規定する内容の研修（以下、「基本研修」という。）及び別表２－２の１に定める子育て支援員専門研修（地域子育て支援コース）の「利用
者支援事業（基本型）」に規定する内容の研修（以下「基本型専門研修」という。）を修了している者を1名以上配置すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
乳幼児一時預かり事業の実施にあたっては、乳幼児おおむね3人につき処遇
を行う者を1人以上置き、そのうち保育士を1／2以上とすること。保育士資
格を有していない担当者の配置については、松戸市が認める研修を修了した者
とする。また、当該保育従事者の数は2人以上とすること。ただし、保育所等
と一体の場合、専任保育士は1人で他は保育所等で保育その他の子育て支援に
従事する職員として良い。また、一日当たり平均利用児童数が概ね3人以下の
施設においては、松戸市が認める研修を修了したものを保育士とみなすことが
できる。
　なお、上記の職員はコワーキングスペース及びカフェスペースの受付・案内
業務等を兼務すること。
　⑸　定員について
　　　乳幼児の一時預かり事業の利用定員は、1時間あたり10名(うち0歳児、障
害児については3名)以内とする。なお、他事業については特に定めないが、利
用者の安全を十分に確保できる人数とする。
⑹　費用負担について
乳幼児一時預かり事業の利用者から、その利用に関する費用の一部を実費負
担として、利用時間1時間につき500円を徴収する。利用時間は予約をした預
かり開始時間から預かりが終了した時間までとする。但し、利用時間が１時間
に満たない場合は１時間分の利用料を徴収するものとする。
⑺　地域支援について

松戸市地域子育て支援拠点事業実施要綱第5条第2項第3号地域ボランティアの育成、町内会、子育てサークルとの協働による地域団体の活性化等地域の子育て資源の発掘・育成を継続的に行う取組を実施すること。
⑻　イベントの実施について

イベント等の実施にあたっては、松戸市地域子育て支援拠点事業実施要綱第5条第1項第1号から第5号の実施方法に則したものとし、実施回数については年12回程度がのぞましい。また、感染症や災害、その他事由により外出が困難な利用者を対象として、オンラインを活用したイベントを適宜実施すること。なお、イベントの実施にあたっては、必要に応じて事前に子育て支援課と協議等を行うこと。
⑼　会議・研修への出席について

おやこＤＥ広場ネットワーク会議及び松戸市子育てコーディネーター協議
　　　会並びに市が開催する子育てコーディネーターフォローアップ研修へ対象者
　　　を出席させること。また、その他に市が必要と認める会議・研修に適宜参加さ
　　　せること。
⑽　施設のおたより作成について

　　　利用者向けに施設の概要や開設予定が把握できるチラシを作成すること。（年4回～12回程度の更新頻度）
⑾　保険の加入について

加入利用者等の傷害保険、損害賠償保険に加入すること。事故が発生した場
合は、速やかに報告のうえ、請求手続きを行うこと。

⑿　実績報告について

毎月の利用状況については、市が指定する様式にて翌月の10日までに報告
すること。また、年度末には本事業に関する年間実績報告書および業務完了届
けならびに収支報告書を提出すること。なお、実績報告に必要な情報について
は、受付時等に利用者に確認すること。
⒀　職員名簿について

業務の実施にあたり、指定する様式にて職員名簿を提出すること。また、業
務管理責任者を定めること。
　⒁　カフェススペースについて
　カフェスペース内は常時持ち込みによる飲食を可とするが、ごみ等について
は全て利用者に持ち帰らせること。また、感染症対策として定期的に消毒を行
うこと。なお、カフェスペースは施設利用者であれば全員利用可とする。
　⒂　コワーキングスペースについて
コワーキングスペース内は軽食を可とするが、ごみ等については、全て利用
者に持ち帰らせること。また、感染症対策として定期的に消毒をおこなうこと。
なお、コワーキングスペースの利用は一時預かり利用者に限るものとする。
　⒃　公衆無線ＬＡＮの整備について
実施施設内のコワーキングスペースにて、利用者が無料で無線ＬＡＮ（Ｗｉ
-Ｆｉ）を利用してインターネットに接続ができる環境を整備すること。また、
アクセス回線は最大１Ｇｂｐｓ以上の通信が可能な光回線とし、３台以上の端
末で同時にインターネット接続ができること。ただし、建物の構造等により、
光回線の整備が難しい場合は、光回線以外でも可とする。なお、公衆無線ＬＡ
Ｎ等の整備に必要な費用は全て契約金額に含まれるものとする。
７　支払いについて
　　　　年間1回の概算払いとする。
８　その他

　⑴　本仕様書に記載のない事項については、本市と協議の上、決定するものとする。
　⑵　本仕様書に含まれていない事項であっても、業務の目的を達成するために必要
と認められる場合は、本市及び受託者との協議により、仕様書の内容を適宜変
更することができる。
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